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種
梅
記
碑 予

自
少
愛
梅
。
庭
植
数
十
株
。
天
保
癸
巳
始
就
国
。
国
中
梅
樹
最
少
。
南
上
之
後
。
毎
歳
手
自
採
梅
実
以
輪
於
国
。

使
司
園
吏
種
之
偕
楽
園
及
近
郊
隙
地
。
今
茲
庚
子
再
就
国
。
所
種
者
鬱
然
成
林
開
華
結
実
。
適
会
弘
道
館
新
成
。
乃

植
数
千
株
於
其
側
。
又
令
国
中
士
民
毎
家
各
種
数
株
。
夫
梅
之
為
物
。
華
則
冐
雪
先
春
為
風
騒
之
友
。
実
則
含
酸
止

渇
為
軍
旅
之
用
。
嗚
呼
有
備
者
旡
患
。
数
歳
之
後
。
文
葩
布
国
。
軍
儲
亦
可
充
積
也
。
孟
子
不
云
乎
。
七
年
之
病
求

三
年
之
艾
。
可
不
戒
哉
。
聊
記
以
示
後
人
伝
。 

   
天
保
十
一
年
歳
次
庚
子
冬
十
月    
景
山 
撰
文
並
書
及
篆
額 

 

（
訓
読
文
） 

予
（
わ
れ
）
少
よ
り
梅
を
愛
し
庭
に
数
十
株
を
植
う
。
天
保
み
ず
の
と
み
、
始
め
て
国
に
就
く
。
国
中
梅
樹
最
も
少

な
し
。
南
上
の
後
、
毎
歳
手
自
ら
梅
実
を
採
り
て
以
て
国
に
輪
（
い
た
）
し
、
司
園
の
吏
を
し
て
之
を
偕
楽
園
及
び

近
郊
の
隙
地
に
植
え
し
む
。
今
茲
（
こ
と
し
）
庚
子
（
か
の
え
ね
）
、
再
び
国
に
就
く
。
種
（
う
）
ゆ
る
所
の
も
の
、

う
つ
ぜ
ん
林
を
成
し
、
華
（
は
な
）
を
開
き
実
を
結
ぶ
。
た
ま
た
ま
弘
道
館
新
た
に
成
る
に
会
う
。
則
ち
数
千
株
を

そ
の
側
に
植
え
、
又
国
中
の
士
民
を
し
て
家
毎
に
各
々
数
株
を
植
え
し
む
。
夫
れ
梅
の
物
た
る
や
、
華
は
則
ち
雪
を

お
か
し
春
に
先
き
ん
じ
て
風
騒
（
ふ
う
そ
う
）
の
友
と
な
り
、
実
（
み
）
は
則
ち
酸
を
含
み
渇
を
止
め
て
軍
旅
の
用

と
な
る
。
あ
あ
備
あ
る
も
の
は
患
（
う
れ
い
）
な
し
。
数
歳
の
後
、
文
葩
（
ぶ
ん
ぱ
）
国
に
布
（
し
）
き
軍
儲
ま
た

充
積
す
べ
き
な
り
。
孟
子
曰
わ
ず
や
、
七
年
の
病
に
三
年
の
艾
（
モ
グ
サ
）
を
求
む
と
。
戒
め
ざ
る
べ
け
ん
や
。
い

さ
さ
か
記
し
て
以
て
後
人
に
示
す
と
い
う
。 

 

（
大
意
） 

 
わ
た
く
し
は
少
年
の
こ
ろ
か
ら
梅
が
好
き
で
あ
っ
た
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
は
じ
め
て
わ
が
領
地
に
来
た
と

き
に
は
、
領
内
に
梅
の
木
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
江
戸
へ
上
っ
て
か
ら
、
毎
年
み
ず
か
ら
梅
の
実
を
採
っ
て
国
へ
送
り
、

偕
楽
園
な
ど
に
植
え
さ
せ
た
。
七
年
後
の
天
保
十
一
年
ふ
た
た
び
国
へ
帰
っ
て
み
る
と
、
先
に
植
え
さ
せ
た
梅
は
生

長
し
、
花
を
開
き
実
を
結
ぶ
に
い
た
っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
弘
道
館
が
新
た
に
造
ら
れ
た
に
際
し
、
数
千
本
を
そ
の

周
囲
に
植
え
さ
せ
た
。
梅
の
花
は
春
に
先
が
け
て
咲
き
、
文
人
た
ち
を
よ
ろ
こ
ば
せ
る
。
実
は
酸
を
ふ
く
み
、
の
ど

の
か
わ
き
を
い
や
し
戦
に
役
だ
つ
。
備
え
あ
れ
ば
う
れ
い
な
し
。
数
年
後
に
は
国
中
に
美
し
い
花
が
咲
き
ひ
ろ
が
り
、

兵
糧
も
貯
え
ら
れ
る
。
孟
子
は
い
っ
た
で
は
な
い
か
。
七
年
間
の
持
病
を
治
す
た
め
、
三
年
間
か
わ
か
し
て
よ
く
効

く
も
ぐ
さ
を
探
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
。
戒
め
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

                            
（
参
考
文
献
『
水
戸
の
梅
と
弘
道
館
』
） 


